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新国立競技場整備スケジュール

山留・
掘削工事

屋根工事

地上躯体工事

地上工事

外装仕上工事

内装仕上工事

フィールド工事

準備
工事 全体工期 36ヶ月

2016年12月 本体着工 2019年11月末 完成予定

歩行者デッキ工事

地下工事

各種検査

平成30年7月18日 配布資料１

※本工程は、現時点における予定です。



工事進捗状況① 建物全体

東

西

平成30年7月15日撮影



工事進捗状況② スタンド北側

東北

西

●大型映像装置

●屋根根元鉄骨

▼1層目スタンド

▼２層目スタンド

▼３層目スタンド

●組み立てヤード

ベント（仮設支柱）●



工事進捗状況③ スタンド南側

南
東

西

根元鉄骨

ユニット①

ユニット②

ユニット③

仮設支柱位置

約60ｍ



工事進捗状況④ 1階



工事進捗状況⑤ ３層目スタンド



工事進捗状況⑥ 風の大庇：アルミルーバー（北東面）



工事進捗状況⑦ 軒庇：スギ



工事進捗状況について（ポイント）
全体について

〇全体工期36か月（2016年12月～2019年11月）のうち20か月目に入り、工事は当初の計画通りに
進んでいる。

〇現在の作業員数は、約2000名程度。

〇木材の全体使用量は、２千立方メートル程度（技術提案時）。

屋根工事について

〇屋根鉄骨には、鉄骨と木材を組み合わせたハイブリッド構造※を採用し、「国産木材の利用に
よる世界に誇れるスタジアム」として、国産木材（森林認証を取得したカラマツ（下弦材）及び
スギ（ラチス材））を積極的に活用している。
※十分な強度のある鉄骨を主体としつつ、地震や強風による変形を抑えるため木材を組み合わせたもの。

〇今年2月から着手し、2019年5月中頃に終える予定。

〇根元鉄骨の先に３つのユニット鉄骨を取り付けると、屋根の長さは約６０ｍ。屋根全体の重さは
約２万トン。

〇平成30年7月11日現在で、根元鉄骨108／108スパン、ユニット①17／108、ユニット②11／108
スパン、ユニット③ 1／36スパンが終了。
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